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栃木県さくら市現地圃場にて2015年12月撮影。
左：エリアンサス「JES1」、右：ジャイアントミスカンサス

資料２－３



エリアンサス（Erianthus arundinaceus）の概説
① サトウキビブリーダーが交雑育種目的で1980年代から遺伝資源収集。

② 農研機構畜産研究部門（栃木県那須塩原市）では、九州沖縄農業研究センター

（熊本県合志市）、国際農林水産業研究センター熱帯・島嶼研究拠点（沖縄県石垣

市）と連携し、セルロース系バイオマス作物として2009年～2011年に栽培技術開

発（NEDO事業）及び品種改良（農水省委託プロ）に着手。

③ 畜産研（標高：310m、1月下旬の最低気温平年値：-4.4℃）でも越冬可能。北関東～

東北南部低標高地が栽培北限。 →多年生・周年栽培の広域適応性

④ 初冬から茎葉が立毛乾燥し、3月には乾物率70％（但し収量は2割減）で収穫可

能。 →低水分収穫、保存・運搬適性良好

⑤ 機械収穫に適し（茎数が少なく立型）、雑草化しにくい（晩生）品種「JES1」を育

成（品種登録審査中）。

⑥ 「JES1」を耕作放棄地で栽培し、ペレット燃料に加工し、市営温浴施設ボイラに

供給する事業が栃木県内で進行中。現地圃場での3年目乾物収量は約25t/ha。

⇒「JES1」ペレット燃料サンプルあり
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エリアンサス品種「JES1」の収穫
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【写真上2枚】 2017年3月、エリアンサスペレット燃料事業者の生産圃場（栃木県さくら市）
（株）タカキタ製カッティングハーベスタ・ロールベーラSMR1020による立毛乾燥後の収穫・
梱包と屋外保存のためラッピング作業試行

【写真右】 2011年12月、九州研（熊本県合志市）
ケンパー社製Champion 3000による収穫と併走ダ
ンプによるばら積み輸送

【課題あり】

飼料用トウモロコシ向けの機種のため、太く堅い茎が
束生するエリアンサス向けの改良が必要。



ジャイアントミスカンサスの概説
① ミスカンサスとは、ススキ（Miscanthus sinensis Anders.）及びオギ（Miscanthus

sacchariflorus (Maxim.) Hack）を含むススキ属を指す。

② オギ（4倍体）とススキ（2倍体）の自然種間雑種がジャイアントミスカンサス（学

名：Miscanthus x giganteus Greef & Deuter ex Hodkinson and Renvoize）であり、3

倍体のため種子ができない（タネなしスイカと同じ原理）。

③ ジャイアントミスカンサスは1935年にデンマークの植物コレクターによって日本

で収集され、観賞用植物として持ち出され、ヨーロッパでバイオマス生産性が評

価された。

④ 札幌市でも越冬し、立毛乾燥により3月には乾物率80％ （但し収量は2割減）で

収穫可能。 →低水分収穫、保存・運搬適性良好

⑤ 建材（茅葺き屋根）利用の事業化が岩手県内で進行中。農研機構北海道農業

研究センター（札幌市）・東北農業研究センター（盛岡市）により、北海道・東北地

域で燃料利用に向けた現地試験を実施中。
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ジャイアントミスカンサスの立毛乾燥後収穫
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【写真上】 2014年2月28日撮影（盛岡市）、ジャイ
アントミスカンサス（左端1列）はススキと異なって
倒伏しない。

【写真右上】 盛岡市では冬期収穫も可能。エリア
ンサスより茎が細く散生するため、収穫機械を選
ばない。

【写真右下】 収穫・細断物。

（写真提供：東北研藤森グループ長）



エリアンサス・ミスカンサスの地域適応性

九州研
（合志市）

国際農研（石垣市）

北農研（札幌市）

東北研
（盛岡市）

畜産研
（那須塩原市）

↑ ミスカンサス （越冬性重視）

↓ エリアンサス （多収性重視）
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↑ エリアンサス （雑草化リスク低）

↓ ネピアグラス等 （越冬性に劣るが生育早い）



エリアンサス・ミスカンサスの燃料適性

原料
高位発熱量
（kcal/kg）

灰分
（乾物ベース％）

エリアンサス 4430～4650 3.5～5.2

ジャイアントミスカンサス 4276 4.1

スギ木粉 4570 0.3

稲藁 3080 22.6

籾殻 3390 14.6

シバ「朝萌」 4440 6.4

ソルガム「風立」 4070 6.2
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農研機構研究成果情報（論文の要約版）
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2011年
イネ科バイオマス資源作物における土壌からの放射性セシウムの移行
http://www.naro.affrc.go.jp/project/results/laboratory/nilgs/2011/220a0_10_03.html

2012年
エリアンサス属及びサトウキビ属の主要遺伝資源・系統の遺伝的多様性
http://www.naro.affrc.go.jp/project/results/laboratory/nilgs/2012/220a0_01_01.html

2013年
エリアンサスの越冬後収穫は秋季収穫より圃場からの養分収奪を軽減する
http://www.naro.affrc.go.jp/project/results/laboratory/nilgs/2013/nilgs13_s29.html

エリアンサスの再生及び収量は越冬後収穫の方が秋季収穫より良好である
http://www.naro.affrc.go.jp/project/results/laboratory/nilgs/2013/nilgs13_s30.html

2014年
エリアンサスは施肥以外の給源からの窒素獲得能が高い
http://www.naro.affrc.go.jp/project/results/laboratory/nilgs/2014/nilgs14_s19.html

2015年
北関東におけるエリアンサスの乾物収量と養分収支
http://www.naro.affrc.go.jp/project/results/laboratory/nilgs/2015/nilgs15_s28.html

2016年
多年生バイオマス作物における放射性セシウム濃度とガス化時のセシウムの回収
（URL未定）
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